
下の図で，点�2�は�△$%&�の外心である。D，E�を求めよ。１
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下の図で，点�,�は�△$%&�の内心である。D�を求めよ。２
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$% �，%& �，&$ ��である�△$%&�において，�$�およびその外角の二等分線と，３

辺�%&�またはその延長との交点を，それぞれ�'，(�とする。線分�'(�の長さを求めよ。
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右の図において，点�*�は�△$%&�の重心である。次の線分

の長さを求めよ。
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右の図において，%'：'(�を求めよ。５
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△$%&�の辺�$%，$&�を��：��に内分する点を，それぞれ�

5，4�とする。線分�%4�と�&5�の交点を�2�とし，直線�

$2�と辺�%&�の交点を�3�とする。

���　%3：3&�を求めよ。

���　面積比�△2%&：△$%&�を求めよ。

６

△$%&�において，�$��%��&�とし，D �，E �，F [�とするとき，[�のとりう７

る値の範囲を求めよ。

下の図において，D�を求めよ。ただし，点�2�は円の中心であり，����では８

$% %& &'�である。
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右の図において，D，E�を求めよ。９

下の図において，D�を求めよ。ただし，����で線分�$%�は円の直径とする。10
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△$%&�において，$% �，%& �，&$ ��とする。

この三角形の内接円と辺�$%�との

接点を�'�とするとき，$'�の長さを求めよ。
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下の図において，D�を求めよ。ただし，直線�@は

点�$�における円の接線であり，

$& %&であるとする。
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&'＝'3 37�は�7�における円の接線
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下の図において，[�の値を求めよ。
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右の図において，直線�A�は���つの円�2，2 ��の共通接線

で，$，%�は接点である。円�2，2 ��の半径を，それぞ

れ��，��とし，2，2 ��間の距離を����とするとき，

線分�$%�の長さを求めよ。
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線分�$%�が与えられたとき，線分�$%�を��：��に内分する点を作図せよ。ただし，作図の15

手順についての説明は書かなくてよいが，作図に用いた線は残しておくこと。

空間内の異なる���つの直線�@，P�と異なる���つの平面�D，E�について，次の記述は常に16

正しいかどうか答えよ。（答えだけでよい）

���　@�D，P�D�ならば�@�P　　　　　�����　@�D，@�E��ならば�D6E

���　@6D，P6D��ならば�@6P

右の図の立体は，正五角形が����個，正六角形が����個でできている

凸多面体である。どの頂点にも���個の正五角形の面と���個の正六角

形の面が集まっている。この多面体の頂点の数，辺の数を求めよ。
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��辺の長さが�D�の正四面体の外接球の半径�5�を求めよ。

（外接球とは，正四面体の４つの頂点を通る球である）
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